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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置の消費電力を削減する。
【解決手段】  行方向と列方向に配列された複数の液晶
セル１７を持つ液晶パネル１６に対して、ゲートドライ
バ２２とソースドライバ２３を設ける。映像信号処理回
路２４は、映像信号をソースドライバ２３で処理可能な
表示データに変換し、階調レベル検出回路２６、および
ソースドライバ２３に出力する。階調レベル検出回路２
６では表示データの階調レベルを検出し、階調レベル情
報として制御信号発生回路２５へ出力する。制御信号発
生回路２５ではこの階調レベル情報に基づき、ソース出
力停止信号を制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  映像信号を液晶パネルに表示する液晶表
示装置であって、前記液晶パネルの行方向、及び列方向
に配列された複数の液晶セルと、前記液晶セルに接続さ
れた、制御出力端と選択走査信号が入力される第１の制
御入力端と行方向走査の画素信号が与えられる第２の制
御入力端と、を有しており、前記液晶パネルのマトリク
ス位置に配置された複数のスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子の同一走査行の第１の制御入力端に夫々
接続された複数の行方向信号線と、前記スイッチング素
子の同一列位置の第２の制御入力端に夫々接続された複
数の列方向信号線と、前記複数の行方向信号線に選択走
査信号を順次に出力する行方向駆動回路と、前記複数の
列方向信号線に表示データに対応した画素信号を出力す
る列方向駆動回路と、前記列方向駆動回路に、前記液晶
パネルへの表示データを出力する映像信号処理回路と、
前記行方向駆動回路と前記列方向駆動回路とに対する動
作クロックを含む制御信号と、前記映像信号処理回路に
対する制御信号と、前記列方向駆動回路に対する前記表
示データに対応した画素信号の出力を停止する列方向信
号出力停止信号と、を出力する制御信号発生回路と、前
記表示データの階調レベルに関する情報を検出して、前
記制御信号発生回路にその情報を出力する階調レベル検
出回路と、を有し、前記制御信号発生回路は、前記階調
レベルに関する情報を元に、前記列方向信号出力停止信
号を制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  請求項１の液晶表示装置であって、前記
階調レベル検出回路は、前記列方向駆動回路の各出力端
子毎に、前記表示データの階調レベルを検出し、前記制
御信号発生回路は、前記階調レベル検出回路からの階調
レベルに関する情報を元に、前記列方駆動回路の各出力
端子毎に、その出力停止信号を制御することを特徴とす
る液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置の消
費電力を低減する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年カラーの動画像等を表示する携帯端
末用の表示装置として、高視野角化と高精細化による画
質向上、および応答速度短縮のため、アクティブマトリ
ックス型の液晶表示装置が多く用いられている。
【０００３】以下に、従来のアクティブマトリックス型
の液晶表示装置について説明する。
【０００４】図６は、従来のアクティブマトリックス型
液晶表示装置の構成図である。同図において、１はアク
ティブマトリックス型の液晶パネルで、液晶セル２、ス
イッチング素子３、走査信号線４、データ信号線５、対
向電極６より構成されている。
【０００５】液晶セル２は、行方向と列方向に対してマ
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トリックス状に配置されている。走査信号線４は、同一
行方向の画素を選択する走査信号線であり、液晶パネル
１の列方向に沿ってｐ本設けられているとする。データ
信号線５は、同一列方向の画素に、表示データに応じた
印加電圧を伝達す信号線であり、液晶パネル１の行方向
に沿ってｑ本設けられているとする。スイッチング素子
３は、走査信号線４からの走査信号により、データ信号
線５のデータを液晶セル２の画素に伝えるもので、例え
ばＴＦＴで構成される。対向電極６は、各液晶セルの共
通電圧を供給するための電極である。
【０００６】ゲートドライバ７は、液晶パネル１内の走
査信号線４に走査信号を印加する。またソースドライバ
１０は表示データに応じた印加電圧を生成し、液晶パネ
ル１内のデータ信号線５より画素信号として出力する。
映像信号処理回路１４は外部から映像信号を入力し、そ
れをソースドライバ１０で処理可能な表示データに変換
して、同ドライバ１０へ出力する。制御信号発生回路１
５は、ゲートドライバ７、ソースドライバ１０、および
映像信号処理回路１５を制御する信号を出力する。
【０００７】次に液晶パネル１に画像を表示する動作に
ついて、説明する。
【０００８】制御信号発生回路１５は、ゲート駆動制御
信号によりゲートドライバ７を制御して、液晶パネル１
の任意の行の走査信号線４に、走査信号を印加する。す
るとその行のスイッチング素子３はオン状態となり、各
列のデータ信号線５と液晶セル２とが導通する。映像信
号処理回路１４は、走査信号を供給している行の各列の
画素に与えるデータを、予めソースドライバ１０に供給
しておく。そしてソースドライバ３は、スイッチング素
子３がオン状態となっている間に表示データを、各液晶
セル２への印加電圧に変換して出力する。そして制御信
号発生回路１５は、液晶パネル１の最上行（ｉ＝１）か
ら最下行（ｉ＝ｐ）にかけて順次走査を行なうことで、
全画面に画像を表示する。
【０００９】ここで、ゲートドライバ７、およびソース
ドライバ１０の内部構成例を、それぞれ図７、８に示
す。図７に示すようにゲートドライバ７は、シフトレジ
スタ回路８、出力回路９より構成される。シフトレジス
タ回路８は、各行の走査信号線４を順次走査するための
記憶回路である。出力回路９は、スイッチング素子３が
オン状態になる電圧とオフ状態になる電圧とを、シフト
レジスタ回路８の記憶状態に応じて、選択して出力す
る。
【００１０】またソースドライバ１０は、図８に示すよ
うにシフトレジスタ回路１１、ラッチ回路１２、デジタ
ル／アナログ変換回路（以下、ＤＡ変換回路と称す）１
３より構成される。シフトレジスタ回路１１は、各列の
液晶セル２への表示データを、画素列の数だけ入力し、
順次シフトして記憶する。ラッチ回路１２は、走査信号
線４に走査信号が印加されてスイッチング素子３がオン
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状態の間、各列の液晶セル２への表示データを記憶して
おく。ＤＡ変換回路１３は、ラッチ回路１２に記憶され
ている各列の画素への表示データを、印加電圧に変換し
てスイッチング素子３へ出力する。ここで映像信号処理
回路１４から出力される表示データをｎビットとする
と、シフトレジスタ回路１１とラッチ回路１２は、それ
ぞれｎビットのデータを記憶する。
【００１１】シフトレジスタ回路１１は、制御信号発生
回路１５からのソース駆動制御信号の中のスタート信
号、およびクロック信号を用いて走査行の各画素への表
示データを順次記憶する。次にラッチ回路１２は、前記
のソース駆動制御信号の中のロード信号により、シフト
レジスタ回路１１に記憶している表示データをラッチ
し、ＤＡ変換回路１３に入力する。ＤＡ変換回路１３
は、各列の液晶セル２へのｎビットの表示データを、液
晶セル２の特性に応じたアナログ電圧に変換し、各スイ
ッチング素子３の制御入力端に与える。その間シフトレ
ジスタ回路１１は、次の走査行の表示データを順次記憶
する。
【００１２】このような液晶表示装置において、各行の
スイッチング素子３をオンさせ、ソースドライバ１０が
データ信号線５に電圧を印加一走査期間は、液晶パネル
１の走査信号線数ｐと、次の画像への更新周期から決ま
る。この各行の走査信号線４の走査期間が、スイッチン
グ素子３のオン特性と、液晶セル２の充電特性とから決
まる液晶セルの必要最小充電時間に対して長いときは、
データ信号線５への電圧印加の途中でソースドライバ１
０の出力を停止することにより、ソースドライバの消費
電力を削減できる。このような制御は、制御信号発生回
路１５からソース出力停止信号をソースドライバ１０に
入力し、同ドライバ内のＤＡ変換回路１３の出力段回路
の動作を停止させることで実現している。
【００１３】図９は上述の、液晶セルの充電特性、およ
びそれに基づくソース出力停止信号（ＰＳ）を示す。以
下このソース出力停止信号を、ＰＳ（Ｐｏｗｅｒ  Ｓａ
ｖｅ）信号とする。
【００１４】なお液晶パネル１は、液晶セル２に充電が
されないかまたはほとんどされない場合に白表示となる
ノーマリホワイト型の場合を例にとる。
【００１５】同図のグラフは、ソースドライバ１０にｎ
ビットの表示データが入力されるとし、液晶セル２に白
レベル、中間調レベル、黒レベル各々の電圧が印加され
たときの、液晶セル２の充電特性を示している。表示デ
ータがｎビットの場合、白レベル、中間調レベル、黒レ
ベルの各階調は、それぞれ、２n、２n-1、０となる。同
図でＴ

H
は、ソースドライバ１０がデータ信号線５に電

圧を印加する一走査期間、Ｔ
W
、Ｖ

W
は、液晶セル２に白

レベルの電圧が印加されたときに、同セル２の充電が完
了するまでの時間、およびそのときの充電電圧、Ｔ

M
、

Ｖ
M
は、中間調レベルの電圧が印加されたときに、充電
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が完了するまでの時間、およびそのときの充電電圧、Ｔ

B
、Ｖ

B
は、黒レベルの電圧が印加されたときに、充電が

完了するまでの時間、およびそのときの充電電圧であ
る。この充電特性より液晶セル２に白レベルの電圧が印
加されているときは、一走査期間Ｔ

H
中、Ｔ

W
からＴ

H
間

は、ソースドライバ１０の出力を停止できることにな
る。同様に中間調レベル、黒レベルの電圧が印加された
ときは各々、Ｔ

M
からＴ

H
、Ｔ

B
からＴ

H
間、停止できる。

しかし実際は様々な階調レベルの電圧が印加されるた
め、すべての表示データに対して十分な充電を行なう必
要がある。したがって大抵の場合は充電時間が最も長く
なる黒レベル時のＴ

B
からＴ

H
ぐらいを、ソース出力停止

期間としている。すなわち表示データの階調に関係な
く、図９のＰＳ信号がハイレベルになっている期間、ソ
ースドライバ１０の出力が停止される。
【００１６】図１０は、以上説明した従来の液晶表示装
置の動作タイミング図を示す。同図でＸ

i
（ｉ＝１、

２、…・、ｐ）は、ゲートドライバ７の出力信号、Ｙ
j

（ｊ＝１、２、…・ｑ）は、ソースドライバ１０の出力
信号である。またＶ

gon
は、スイッチング素子３がオン

するときの、走査信号線４の電圧、Ｖ
goff
は、同素子３

が完全にオフするときの、走査信号線４の電圧、Ｖ

ij
（ｉ＝１、２、…・、ｐ、ｊ＝１、２、…・、…・、
ｑ）は、ゲートドライバ２が走査信号線Ｘ

i
を走査して

いるときに、ソースドライバ１０がデータ信号線５に印
加する電圧を示す。Ｔ

V
は、液晶表示装置が全画面を順

次走査するのに要する時間、Ｔ
H
は、一本の走査信号線

Ｘ
i
を走査する時間、Ｔ

on
は一走査期間中に、ソースド

ライバ１０がデータ信号線５に出力電圧を印加している
期間、Ｔ

off
は、一走査期間中に、ソースドライバ１０

がデータ信号線５への出力を、停止している期間であ
る。ＰＳは、ソースドライバ１０の出力を停止させる信
号で、前記のＴ

off
の期間ハイレベルとなり、この間出

力を停止させる。
【００１７】ここで液晶表示装置各々の用途により、全
画面走査時間Ｔ

V
が決まり、走査信号線の数から、一走

査信号線の走査時間Ｔ
H
が決まる。また液晶セル２の特

性により、ソースドライバ１０の出力電圧印加時間Ｔ
on

と、出力電圧停止時間Ｔ
off
が決まる。

【００１８】
【発明が解決しようとする課題】アクティブマトリクス
型の液晶表示装置ではソースドライバの消費電力が、装
置全体の消費電力の数分の１から２分の１程度を占め
る。したがって携帯端末のような、バッテリで動作する
機器を想定した場合、端末の使用時間を長くするために
は、ソースドライバの消費電力を削減する必要がある。
【００１９】液晶には前述の従来の技術で説明したよう
に、印加されるデータの階調によって、充電特性が異な
るという性質がある。すなわちノーマリホワイト型の液
晶パネル１において、表示データが白レベルの場合、充
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電に要する時間は短くなり、中間調、黒レベルと階調が
下がるにつれて、充電時間は長くなる。したがってソー
スドライバ１０からデータ信号線５への印加電圧停止期
間は、白レベルのような高階調ほど長く、黒レベルのよ
うな低階調ほど短くすることができ、それによってソー
スドライバ１０の消費電力を削減することが出来る。
【００２０】しかしながら従来の液晶表示装置では、全
ての表示データに対して十分な充電を確保させるため、
ソースドライバ１０からデータ信号線５への印加電圧停
止期間は、充電に最も時間を要する黒レベルのような、
低階調に対応した短めで固定されている。
【００２１】このため高階調から中間調の表示データが
入力されているときは、印加電圧停止期間を長くできる
にもかかわらず短めになっていて、ソースドライバ１０
で電力が無駄に消費されている。本発明はこのような課
題に鑑み、表示データの階調レベルに応じてソースドラ
イバの出力停止期間を可変させることにより、消費電力
を削減できる液晶表示装置を提供することを目的とす
る。
【００２２】
【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた
めに、本発明は、映像信号を液晶パネルに表示する液晶
表示装置であって、液晶パネルの行方向、及び列方向に
配列された複数の液晶セルと、液晶セルに接続された、
制御出力端と選択走査信号が入力される第１の制御入力
端と行方向走査の画素信号が与えられる第２の制御入力
端と、を有しており、液晶パネルのマトリクス位置に配
置された複数のスイッチング素子と、スイッチング素子
の同一走査行の第１の制御入力端に夫々接続された複数
の行方向信号線と、スイッチング素子の同一列位置の第
２の制御入力端に夫々接続された複数の列方向信号線
と、複数の行方向信号線に選択走査信号を順次に出力す
る行方向駆動回路と、複数の列方向信号線に表示データ
に対応した画素信号を出力する列方向駆動回路と、列方
向駆動回路に、液晶パネルへの表示データを出力する映
像信号処理回路と、行方向駆動回路と列方向駆動回路と
に対する動作クロックを含む制御信号と、映像信号処理
回路に対する制御信号と、列方向駆動回路に対する表示
データに対応した画素信号の出力を停止する列方向信号
出力停止信号と、を出力する制御信号発生回路と、表示
データの階調レベルに関する情報を検出して、制御信号
発生回路にその情報を出力する階調レベル検出回路と、
を有し、制御信号発生回路は、階調レベルに関する情報
を元に、列方向信号出力停止信号を制御することを特徴
とする液晶表示装置である。
【００２３】また、本発明は、階調レベル検出回路は、
列方向駆動回路の各出力端子毎に、表示データの階調レ
ベルを検出し、制御信号発生回路は、階調レベル検出回
路からの階調レベルに関する情報を元に、列方駆動回路
の各出力端子毎に、その出力停止信号を制御することを

6
特徴とする液晶表示装置である。
【００２４】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態における液晶
表示装置について、図面を参照しながら説明する。
【００２５】図１は、本発明の液晶表示装置の構成図で
ある。液晶パネル１６はアクティブマトリックス型の液
晶パネルであり、ｐ×ｑ個の液晶セル１７、Ｐ本の走査
信号線１９（行方向信号線）、ｑ本のデータ信号線２０
（列方向信号線）、ｐ×ｑ個のスイッチング素子１８、
共通の対向電極２１より構成される。
【００２６】液晶セル１７は、行方向と列方向のマトリ
ックス状に配置され、スイッチング素子１８がＴＦＴの
場合は、ドレイン電極（制御出力端）に接続されてい
る。走査信号線１９は同一方向の画素を選択する走査信
号線であり、ＴＦＴのゲート電極（第１の制御入力端）
に接続され、液晶パネルの列方向に沿って、ｐ本設けら
れている。データ信号線２０は同一列方向の液晶セル
に、表示データに応じた印加電圧を伝達するデータ信号
線であり、ＴＦＴのソース電極（第２の制御入力端）に
接続され、液晶パネルの行方向に沿ってｑ本設けられて
いる。スイッチング素子１８は走査信号により、データ
信号線２０のデータを液晶セルに伝えるアクティブ素子
で、ここではＴＦＴで構成される。対向電極２１は、各
液晶セル１７の共通電圧を供給するための電極である。
【００２７】ゲートドライバ２２は、液晶パネル１６内
のｐ本の走査信号線１９に走査信号を順次に印加する行
方向駆動回路である。ソースドライバ２３は、液晶パネ
ル１６内のデータ信号線２０に、表示データに応じた印
加電圧を画素信号として供給する列方向駆動回路であ
る。ゲートドライバ２２およびソースドライバ２３は、
それぞれ従来例のゲートドライバ７、およびソースドラ
イバ１０と同様の回路で構成され、同様に動作する。
【００２８】映像信号処理回路２４は、外部から映像信
号を入力し、それをソースドライバ２３で処理可能な表
示データに変換して、同ドライバ２３へ出力する。制御
信号発生回路２５は、ゲートドライバ２５に対してスタ
ート信号、および動作クロック信号を含むゲート駆動制
御信号を、ソースドライバ２３に対してスタート信号、
動作クロック、およびロード信号を含むソース駆動制御
信号を、さらに映像信号処理回路２４に対して映像回路
制御信号を出力する。また後述の階調レベル検出回路２
６より階調レベル情報を入力し、それに基づいたソース
出力停止信号を、ソースドライバ２３に出力する。ソー
ス出力停止信号は、ソースドライバ２３内のＤＡ変換回
路１３の出力段回路の動作を停止させ、データ信号線２
０への印加電圧出力を停止する。ソース出力停止信号の
詳細については、後述する。
【００２９】ゲート駆動制御信号は、ゲートドライバ２
２の動作を制御する。ソース駆動制御信号は、ソースド
ライバ２３の動作を制御する。映像回路制御信号は、映
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7
像信号処理回路２４を制御する。
【００３０】階調レベル検出回路２６は、映像信号処理
回路２４からの表示データの階調レベルに関する情報を
検出し、制御信号発生回路２５に出力する。以下にその
動作を説明する。
【００３１】図２は、階調レベル検出回路２６の内部構
成を示し、階調データ検出部２７と、検出情報出力部２
８より構成されている。映像信号処理回路２４から階調
レベル検出回路２６へ表示データが入力されると、階調
データ検出部２７では前述の一走査期間Ｔ

H
中に入力さ

れる表示データの内、階調が最も低いデータを検出す
る。階調が最も低いデータを検出するのは、Ｔ

H
中のす

べての表示データに対して、液晶セル１７の十分な充電
を確保するためである。そして検出情報出力部２８では
この検出されたデータの階調を階調レベル情報として、
制御信号発生回路２５に出力する。表示データをｎビッ
トとすると、階調レベルは２n通りある。したがって検
出されたデータの階調に対応し、２n通りの階調レベル
情報が、制御信号発生回路２５へ出力される。制御信号
発生回路２５ではこの階調レベル情報に基づき、ソース
ドライバ２３に出力するソース出力停止信号（ＰＳ信
号）を制御する。このＰＳ信号は以下に述べるように、
２n通りの階調に対応し、２n通り出力されるものとす
る。
【００３２】図３は、液晶セル１７の充電特性、および
制御信号発生回路２５よりソースドライバ２３に出力さ
れるＰＳ信号を示す。液晶パネル１６は、従来の技術に
おける液晶パネル１同様、ノーマリホワイト型とする。
したがって充電特性のグラフは、従来の技術で説明した
図９と同様である。ただし同図のＴ

N
、Ｖ

N
は、液晶セル

１７に白レベルと中間調レベルの間の電圧が印加された
ときに、同セル１７の充電が完了するまでの時間、およ
びそのときの充電電圧、またＴ

K
、Ｖ

K
は、液晶セル１７

に中間調レベルと黒レベルの間の電圧が印加されたとき
に、同セル１７の充電が完了するまでの時間、およびそ
のときの充電電圧である。グラフの下の各信号ＰＳ

W
、

ＰＳ
N
、ＰＳ

M
、ＰＳ

K
、ＰＳ

B
は、階調レベル検出回路２

６からの階調レベル情報に基づき、一走査期間Ｔ
H
中に

制御信号発生回路２５より、ソースドライバ２３に出力
されるソース出力停止信号である。この内ＰＳ

W
は、Ｔ

H

中のデータの階調がすべて白レベル（階調  ２n）であ
ったとき、ＰＳ

M
は、Ｔ

H
中の最も階調の低いデータの階

調が中間調レベル（階調２n-1）であったとき、ＰＳ

B
は、Ｔ

H
中の最も階調の低いデータの階調が黒レベル

（階調  ０）であったときの、ソース出力停止信号を示
している。またＰＳ

N
は、Ｔ

H
中の最も階調の低いデータ

の階調が、白レベルと中間調レベルの間にあるとき、Ｐ
Ｓ

K
は、Ｔ

H
中の最も階調の低いデータの階調が、黒レベ

ルと中間調レベルの間にあるときの、ソース出力停止信
号を示している。これらの信号は前述のように、２n通

8
りの階調レベルに対応して２n通り出力される。また各
信号ＰＳ

W
、ＰＳ

N
、ＰＳ

M
、ＰＳ

K
、ＰＳ

B
において、ハ

イレベルとなっている期間は、ソースドライバ２３から
データ信号線２０への印加電圧出力を停止する。すなわ
ち一走査期間Ｔ

H
中のデータがすべて白レベルである場

合、同図のＴ
W
からＴ

H
期間は液晶セル１７の充電が完了

しているため、ソースドライバ２３からの印加電圧は必
要なく、出力を停止する。同様にＴ

H
中の最も階調の低

いデータの階調が中間調レベル、黒レベルの場合はそれ
ぞれ、Ｔ

M
からＴ

H
、Ｔ

B
からＴ

H
の期間、印加電圧出力を

停止する。またＴ
H
中の最も階調の低いデータの階調が

白レベルと中間調レベルの間、および中間調レベルと黒
レベルの間にあるときは、それぞれＴ

N
からＴ

H
、Ｔ

K
か

らＴ
H
の期間、印加電圧出力を停止する。

【００３３】図４は上記の本発明の一実施例の形態によ
る液晶表示装置における、消費電力削減の効果を示す図
である。横軸はソースドライバ２３の出力を停止する時
間、縦軸はソースドライバ２３の消費電力を示す。同図
でＴ

B
’、Ｔ

M
’、Ｔ

W
’はそれぞれ、Ｔ

B
’＝Ｔ

H
－Ｔ

B
、

Ｔ
M
’＝Ｔ

H
－Ｔ

M
、Ｔ

W
’＝Ｔ

H
－Ｔ

W
の関係がある。そし

てそれらは各々、Ｔ
H
中のデータが、最も階調の低いデ

ータの階調が黒レベル、最も階調の低いデータの階調が
中間調レベル、すべて白レベルである場合の、ソースド
ライバ２３の出力停止時間を示している。またＰ

B
、

Ｐ
M
、Ｐ

W
はそれぞれの場合の、ソースドライバ２３の消

費電力を示している。同図より表示データの階調が高い
ほどソースドライバの出力停止時間を長くとることがで
き、消費電力を削減できることになる。
【００３４】図５は、以上説明した本発明の液晶表示装
置の動作タイミング図を示す。
【００３５】同図でＸ

i
（ｉ＝１、２、…・、ｐ）は、

ゲートドライバ２２の出力信号、Ｙ
j
（ｊ＝１、２、…

・、ｑ）は、ソースドライバ２３の出力信号である。ま
たＶ

gon
は、スイッチング素子１８がオンするときの、

走査信号線１９の電圧、Ｖ
goff
は、同素子１８が完全に

オフするときの、走査信号線１９の電圧、Ｖ
ij
（ｉ＝

１、２、…・、ｐ、ｊ＝１、２、…・、ｑ）は、ゲート
ドライバ２２が走査信号線１９を走査しているときに、
ソースドライバ２３がデータ信号線２０に印加する電圧
を示す。
【００３６】Ｔ

V
は、液晶装置全体が全画面を順次走査

するのに要する時間、Ｔ
H
は、一本の走査信号線Ｘｉを

走査する時間、Ｔ
onk
（ｋ＝１、２、…・、ｐ）は、ゲ

ートドライバ２２が走査信号線Ｘ
k
を走査していると

き、その走査期間Ｔ
H
中に、ソースドライバ２３がデー

タ信号線２０に出力電圧を印加している期間、Ｔ

offk
（ｋ＝１、２、…・、ｐ）は、ゲートドライバ２２

が走査信号線Ｘ
k
を走査しているとき、その走査期間Ｔ

H

中に、ソースドライバ２３がデータ信号線２０への出力
電圧の印加を停止している期間である。またＰＳは、ソ
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9
ースドライバ２３の出力を停止させる信号で、上述の各
Ｔ

offk
の期間中ハイレベルとなり、この間出力を停止さ

せる。
【００３７】同図において、第１行目（Ｘ

1
）のソース

ドライバ出力Ｙ
j
（ｊ＝１、２、…・、ｑ）の出力電圧

Ｖ
1j
（ｊ＝１、２、…・、ｑ）はいずれも白レベルであ

るとする。したがってＰＳ信号も白レベルに対応した図
３のＰＳ

W
となり、ソースドライバ２３の出力電圧が停

止される期間Ｔ
off1

は全階調の中で、最も長くなる。ま
た第２行目（Ｘ

2
）の同出力電圧Ｖ

2j
（ｊ＝１、２、…

・、ｑ）は、Ｖ
21
、およびＶ

2q
が白レベル、Ｖ

22
、およ

びＶ
2j'
が中間調レベル、それ以外の出力電圧は、白レ

ベルと中間調レベルの間にあるものとする。このときＴ

H
中の最も低い階調は、中間調レベルとなる。したがっ
てＰＳ信号は中間調レベルに対応した図３のＰＳ

M
とな

り、ソースドライバ２３の出力電圧が停止される期間Ｔ

off2
は、Ｔ

off1
よりも短くなる。そして第ｐ－１行目

（Ｘ
p-1
）のソースドライバ出力Ｙ

j
の出力電圧Ｖ

p-1j
は、Ｖ

p-11
、およびＶ

p-1j'
が白レベル、Ｖ

p-12
が

黒レベル、Ｖ
p-1q

が中間調レベル、それ以外の出力電圧
は黒レベルか、それ以外のレベルであるとする。このと
きＴ

H
中の最も低い階調は、黒レベルとなる。したがっ

てＰＳ信号は黒レベルに対応した図３のＰＳ
B
となり、

ソースドライバ２３の出力電圧が停止される期間Ｔ

offp-1
は、全階調の中で最も短くなる。最後に第ｐ行目

（Ｘ
p
）のソースドライバ出力Ｙ

j
の出力電圧Ｖ

pj
は、Ｖ

p1
、およびＶ

pq
が白レベル、Ｖ

p2
が中間調レベル、Ｖ

pj'
が黒レベルと中間調レベルの間、それ以外の出力

は、Ｖ
pj'
よりも上のレベルであるとする。このときＴ

H

中の最も低い階調は、Ｖ
pj'
の階調となる。したがって

ＰＳ信号はこのレベルに対応した図３のＰＳ
K
となり、

ソースドライバ２３の出力電圧が停止される期間Ｔ
offp

はＴ
offp-1

よりも長く、Ｔ
off2
よりも短くなる。すなわ

ちＴ
off1
、Ｔ

off2
、Ｔ

offp-1
、Ｔ

offp
の間には、Ｔ

offp-1
＜Ｔ

offp
＜Ｔ

off2
＜Ｔ

off1
の関係が成り立つ。

【００３８】Ｔ
offk

（ｋ＝１、２、…・、ｐ）の期間は
ＰＳ信号がハイレベルとなる期間であり、上記よりＰＳ
信号のハイレベル期間、すなわちソースドライバ２３の
出力電圧が停止される期間は、表示データの階調レベル
に応じて各行毎に可変され、ソースドライバ２３の消費
電力が低減されることになる。
【００３９】なお本発明では表示データの階調レベルの
検出を一走査期間Ｔ

H
毎に行ない、ＰＳ信号のハイレベ

ル期間もそれに対応してＴ
H
毎に可変しているが、これ

らの処理をソースドライバ２３の各出力端子Ｙ
j
（ｊ＝

１、２、…・、ｑ）毎に行ない、ＰＳのハイレベル期間
もそれら各出力端子毎に可変してもよい。この場合階調
データ検出部２７では、ソースドライバ２３の各出力端
子毎の表示データの階調レベルを検出する。検出情報出
力部２８は各出力端子毎の２n通りの階調レベル情報 *

10
*を、制御信号発生回路２５に出力する。そして制御信号
発生回路２５ではこの各出力端子毎の階調レベル情報に
対応した、図３に示す２n通りのＰＳ信号を、ソースド
ライバ２３に出力する。ソースドライバ２３ではこれら
のＰＳ信号に基づき、各出力端子毎にその出力期間を停
止する。
【００４０】一走査期間Ｔ

H
毎のＰＳ信号制御では、Ｔ

H

中のすべての表示データに対して、液晶セル１７の十分
な充電を確保する必要がある。このためＴ

H
中に黒レベ

ルのデータが一つでもあると、残りはすべて白レベルの
データであってもソースドライバの出力停止期間は、黒
レベルのデータに対応した長めになる。これに対してソ
ースドライバの各出力端子毎のＰＳ制御では、各出力端
子毎の表示データの階調に対応したＰＳ信号で、各出力
端子の出力停止期間を制御する。これにより一走査期間
Ｔ
H
の場合よりもより精密に、ソースドライバ２３の消

費電力を削減できる。
【００４１】このように本発明の一実施例による液晶表
示装置では、表示データの階調レベルに応じてソースド
ライバ２３の出力停止期間を可変することにより、ソー
スドライバの消費電力を削減することが可能となる。特
に前述のようにアクティブマトリックス型の液晶表示装
置では、ソースドライバの消費電力は装置全体の数分の
１から２分の１程度を占めているため、その効果は、大
である。
【００４２】
【発明の効果】以上のように本発明の液晶表示装置によ
れば、装置全体の大部分を占めるソースドライバの消費
電力を、表示データの階調レベルに応じて削減すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の形態による液晶表示装置の
全体構成図
【図２】本発明の一実施例の形態による液晶表示装置に
おける、階調レベル検出回路の内部構成を示す図
【図３】液晶の充電特性と、本発明の一実施例の形態に
よる液晶表示装置における、ソースドライバ出力停止信
号を示す図
【図４】本発明の一実施例の形態による液晶表示装置に
おける、消費電力の削減効果を示す図
【図５】本発明の一実施例の形態による液晶表示装置の
動作タイミング図
【図６】従来の液晶表示装置の全体構成図
【図７】従来の液晶表示装置に用いられるゲートドライ
バの回路構成図
【図８】従来の液晶表示装置に用いられるソースドライ
バの回路構成図
【図９】液晶の充電特性と、従来の液晶表示装置におけ
るソースドライバ出力停止信号を示す図
【図１０】従来の液晶表示装置の動作タイミング図
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【符号の説明】
１６  液晶パネル
１７  液晶セル
１８  スイッチング素子
１９  走査信号線
２０  データ信号線
２１  対向電極

12
２２  ゲートドライバ
２３  ソースドライバ
２４  映像信号処理回路
２５  制御信号発生回路
２６  階調レベル検出回路
２７  階調データ検出部
２８  検出情報出力部

【図１】



(8) 特開２００３－２３３３４９

【図２】

【図３】



(9) 特開２００３－２３３３４９

【図４】

【図７】

【図９】



(10) 特開２００３－２３３３４９

【図５】



(11) 特開２００３－２３３３４９

【図６】



(12) 特開２００３－２３３３４９

【図８】



(13) 特開２００３－２３３３４９

【図１０】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/20         ６４１                        Ｇ０９Ｇ   3/20           ６４１Ｃ    
  
(72)発明者  塚田  敬
            大阪府門真市大字門真1006番地  松下電器
            産業株式会社内

Ｆターム(参考） 2H093 NA16 NC13 NC25 NC26 NC34
                      ND39 ND42 ND49 ND56 NE03
                      NE07 
                5C006 AA01 AA16 AC11 AC21 AF42
                      AF45 AF51 AF52 AF53 AF61
                      AF69 AF71 BB16 BC11 BF14
                      BF24 FA47 
                5C080 AA10 BB05 DD26 FF11 JJ02
                      JJ04 JJ05 KK07 KK47 



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2003233349A 公开(公告)日 2003-08-22

申请号 JP2002030503 申请日 2002-02-07

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 中村哲哉
峯秀樹
塚田敬

发明人 中村 哲哉
峯 秀樹
塚田 敬

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.611.A G09G3/20.623.C G09G3/20.623.F G09G3/20.641.C

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NC13 2H093/NC25 2H093/NC26 2H093/NC34 2H093/ND39 2H093/ND42 2H093
/ND49 2H093/ND56 2H093/NE03 2H093/NE07 5C006/AA01 5C006/AA16 5C006/AC11 5C006/AC21 
5C006/AF42 5C006/AF45 5C006/AF51 5C006/AF52 5C006/AF53 5C006/AF61 5C006/AF69 5C006
/AF71 5C006/BB16 5C006/BC11 5C006/BF14 5C006/BF24 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080/BB05 
5C080/DD26 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/KK07 5C080/KK47 2H193
/ZA04 2H193/ZH23 2H193/ZK01 2H193/ZP03

外部链接 Espacenet

摘要(译)

降低液晶显示装置的功耗。 为具有以行和列布置的多个液晶单元17的液
晶面板16设置有栅极驱动器22和源极驱动器23。 视频信号处理电路24将
视频信号转换为可以由源极驱动器23处理的显示数据，并且将显示数据
输出到灰度级检测电路26和源极驱动器23。 灰度等级检测电路26检测显
示数据的灰度等级，并且将其作为灰度等级信息输出到控制信号生成电
路25。 控制信号生成电路25基于该灰度等级信息来控制源输出停止信
号。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7d86a2c6-fef7-429e-a28a-9ef2e16137e7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/027774234/publication/JP2003233349A?q=JP2003233349A

